
秋
探
し
女
人
高
野
の
菩
薩
道 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

草
の
実
や
リ
ズ
ム
よ
き
児
の
童
唄 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

草
の
実
を
尻
尾
に
つ
け
て
猫
帰
る 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

雨
や
み
て
悲
喜
こ
も
ご
も
の
虫
の
声 

元 
町 

印
牧 

安
子 

父
の
背
の
籠
に
あ
ふ
れ
る
山
ぶ
ど
う 

元 

町 
西
崎 

弘
子 

啄
木
の
銅
像
遥
か
秋
桜 

屯
田
町 

古
屋 
克
江 

年
行
事
家
族
揃
ひ
て
鮭
祭 

西
岡
町 

児
玉 

洋
子 

秋
の
暮
帰
る
鴉
の
声
淋
し 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

虫
の
音
の
鳴
き
止
ま
ず
し
て
土
手
に
立
つ 

仲 

町 

徳
井 

隆
男 

曾
孫
を
連
れ
て
訪
い
き
し
敬
老
日 

仲 

町 

梅
基 

敬
子 

雛
の
掌
の
か
く
せ
ぬ
齢
草
牡
丹 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

初
雁

は
つ
か
り

や
悲
喜
こ
も
ご
も
の
捨
て
サ
イ
ロ 

藤
本
町 

池
田 

良
子 

兄
の
忌
や
ふ
わ
り
立
ち
寄
る
黒
揚
羽 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

紅
葉
の
峠
越
え
し
て
妻
の
里 

 
 

 
 

旭 

町 

大
河 

 

茂 

青
々
と
茹
で
あ
が
り
た
る
月
見
豆 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

種
茄
子
の
ど
つ
し
り
座
る
大
地
か
な 

 
 

 
 

 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

ふ
り
む
け
ば
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
花
野
か
な 

屯
田
町 

伊
藤 

タ
カ 

天
高
し
ア
ル
パ
カ
の
眼
の
万
華
鏡 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

寄
り
道
し
犬
と
じ
ゃ
れ
あ
う
秋
日
和 

旭 

町 

大
河 

博
子 

重
き
足
臥
す
ほ
ど
も
な
し
残
暑
か
な 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

名
産
の
旗
の
な
ら
び
て
萩
赤
し 

西 

町 

岸
波 

君
江 

近
づ
き
て
来
る
鼻
歌
や
夜
学
の
子 

藤
本
町 

高
井 

孝
子 

遅
れ
来
て
そ
の
分
力
む
秋
の
風 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

カ
ラ
コ
ロ
と
流
れ
る
芋
に
選
果
の
手 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

補
助
車
輪
と
れ
て
子
の
背
や
秋
高
し 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

秋
冷
や
中
洲
に
三
羽
鷺
の
立
つ 

西 

町 

文
梨 

清
子 

耳
ざ
と
く
土
砂
降
り
に
聴
く
ち
ち
ろ
か
な 

 
 

 
 

仲 
町 

芳
賀 

星
子 

            

                  
 

『おちばいちば』 

西原みのり作 

ブロンズ新社 

 幼稚園で作ったドングリの馬と

一緒に、虫たちの世界へ紛れ込

んださっちゃんが、『おちばいち

ば』にやって来ました。木の実の

ごちそう屋さんや落ち葉の服屋

さんなどで楽しいお買い物。で

も、無駄遣いはいけません。      

『おじいちゃんのひみつ』 

やぎゅうげんいちろう作 

福音館書店  

 「おじいちゃん」の不思議に

ついて、面白く解説していま

す。忘れっぽかったり、変な服

装で現れたりで、時々イライラ

してしまいますが、それは「おじ

いちゃん」のことをまだわかって

いないからだったのですね。          

新着図書 
 
・窓の向こうのガーシュウィン 

(宮下奈都 著) 

・はじめてのカンタン幼児食  

(小池 澄子監修) 

・気軽に編みたい旬ニット 

(ブティック社刊)    ほか 

 

 
 


